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Front Report

　第98回全国高校野球選手
権宮城大会は 7月９から28
日まで開かれ、登米高と佐
沼高が８強入りした。夏の
大会で、登米学区から複数
校が 8強入りしたのは、史
上初のこと。
　登米は、大河原商業、気仙
沼向洋、塩釜を破り、準々決
勝で、春の東北大会準優勝
の東陵と対戦。健闘したも
のの１対６で敗れた。
　東陵は一回２死から３
連打で２点を先取。登米は

守備陣が粘りを見せるも、
徐々にリードを許す。しか
し最終回、阿部（新）が三塁
打を放ち、塩口が遊ゴロの
間に生還し、一矢を報いた。
　菊地圭佑主将は「60 年
ぶりの４強入りは果たせな
かったが、後輩たちに歴史

の扉を開いてもらいたい」
と前を向いた。
　佐沼は、柴田農林、仙台
三、涌谷、仙台を破り、準々
決勝で優勝候補の仙台育英
と対戦。強豪相手に０対21
で涙を飲んだ。
　仙台育英は一回無死二、

三塁から内野ゴロで先制。
その後、打者15人で 12 点を
奪う猛攻。佐沼も諦めず、必
死に食らいつくが、相手投
手陣に散発３安打に押さえ
込まれた。
　茂泉監督は「初回の攻撃
で、相手にある程度圧力を
かけることができた。しか
し、裏の攻撃はすさまじい
集中力ではねかえされた。
そのような中で、選手は良
く頑張った」と選手たちを
ねぎらった。

1阿部（新）が右中間に３塁打を放ち反撃ののろしをあげる2今大会、初先発の菊地。全てを
出し切った3「守りきる」。一塁手佐々木は全身を伸ばし捕球4反撃に向け気勢を上げる5
九回表、三番手の黄川田を投入6勝利を信じ応援団も最後まで諦めなかった7今大会、主
戦として準々決勝以外、全て先発した西條。三回 2/3 を投球し、仲間の反撃を待った

1大差を付けられても、最後まで投げ出さず戦った佐高球児2主戦としてチームを引っ
張った塚本3バッテリーの苦境を、守備陣が支える4反撃に向けて、自分たちのすべきこ
とを円陣を組み確認5粘り強いスイングで好球を待つ6塚本からマウンドを託された加藤
7少ないチャンスを生かそうと積極的な走塁を見せた
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リ
ッ
ク（
公
衆
、大
衆
）、リ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ（
関
係
）で「
公
衆
と

の
よ
り
良
い
関
係
づ
く
り
」を

意
味
す
る
言
葉
で
す
。

　

広
報
・
広
聴
事
業
は
、
ど
ち

ら
か
一
方
的
は
も
の
で
は
な

く
、行
政
と
住
民
が
双
方
向
で

情
報
や
課
題
を
共
有
し
、良
い

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
く
た

め
の
も
の
。

　

ど
れ
だ
け
、情
報
発
信
技
術

が
発
展
し
て
も
、意
見
を
聴
く

体
制
が
強
化
さ
れ
な
け
れ
ば
、

意
味
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

本
市
は
、移
動
市
長
室
な
ど
、

６
つ
の
広
聴
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

第
二
次
総
合
計
画
で
描
く

本
市
の
将
来
像「
あ
ふ
れ
る
笑

顔 

豊
か
な
自
然 

住
み
た
い
ま

ち 

と
め
」は
、市
民
、地
域
、行

政
、
三
つ
の「
力
」を
プ
ラ
ス
し

て「
人
」が「
動
」く
真
の
協
働
が

あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
る
も

の
。皆
さ
ん
と
共
に
ま
ち
を
総

点
検
し
、課
題
や
問
題
を
共
有

す
る
こ
と
が
第
一
歩
と
な
り
ま

す
。そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
に
は
、
広
聴
事
業
の
活
用
・

充
実
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

全
市
民
約
８
万
２
千
人
の
声

を
市
政
に
反
映
す
る「
広
聴
な

ま
ち
」か
ら
、「
好
調
な
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
は
、
旧
町
時
代
か
ら「
広

報
広
聴
事
業
」に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
広
報
は
、
広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
使
い
、

情
報
を
受
発
信
す
る
業
務
。こ

ち
ら
は
皆
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
と
思
い
ま
す
。広
聴
は

読
ん
で
字
の
ご
と
く「
広
く
聴

く
こ
と
」。市
民
の
意
見
や
要
望

な
ど
を
広
く
聴
き
入
れ
、市
政

に
反
映
す
る
業
務
で
す
。

　

自
治
体
行
政
で
、広
報
・
広
聴

の
制
度
化
が
始
ま
っ
た
の
は

１
９
６
０
年
代
後
半
の
こ
と
で

す
。広
報
紙
の
発
行
や
首
長
へ

の
手
紙
、首
長
や
行
政
幹
部
が

出
向
い
て
の
地
域
集
会
な
ど

が
、盛
ん
に
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
、広
報
・
広
聴
が
制
度

的
に
定
着
。そ
の
手
段
は
、
広

報
紙
な
ど
の
紙
媒
体
や
地
域
に

出
向
く
集
会
だ
け
で
は
な
く
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
動
画
配
信
な

ど
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
展
に
と
も

な
っ
て
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
・
広
聴
は
、英
語
で
Ｐ

Ｒ（Public Relations

（
パ
ブ

リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
））

と
訳
さ
れ
ま
す
。一
般
的
に
Ｐ

Ｒ
は
、情
報
発
信
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。本
来
は
パ
ブ
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平
成
18
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
当
初
は
「
ど
こ
で
も
市
長

室
」
と
い
う
名
称
で
し
た
。
市
長

が
、
直
接
市
民
の
声
を
聴
き
、
施

策
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
目
的
に

開
始
し
ま
し
た
。
対
象
は
、政
治
、

宗
教
活
動
お
よ
び
営
利
活
動
を
目

的
と
し
て
い
な
い
市
内
の
団
体
、

サ
ー
ク
ル
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
４
月
、
登
米
市
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
、

市
民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
の
体

制
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ま
で
の
団
体
や
サ
ー
ク

ル
の
要
請
で
市
長
が
出
向
く
形
を

　
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
も
い
い
で
す
が
、市
独
自

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
ま
す
。そ
こ

で
渋
滞
情
報
や
迷
い
犬
な
ど
、地

域
の
情
報
を
共
有
し
て
は
」。
市

長
へ
の
メ
ー
ル
に
送
ら
れ
て
き
た

提
案
の
一
例
で
す
。

　

市
長
へ
の
メ
ー
ル
は
、
平
成
17

年
か
ら
、
提
言
箱
は
平
成
19
年
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
メ
ー
ル
は
年

間
50
件
ほ
ど
、
提
言
は
40
件
ほ
ど

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ど
ち
ら
も
本
当
に
市
長
が
目

を
通
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質

問
を
頂
き
ま
す
。
間
違
い
な
く
、

終
了
。
各
総
合
支
所
を
拠
点
に
、

市
民
と
地
域
の
課
題
や
市
政
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
す
る
形
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
部
の
人
た
ち
で
は
な
く
、
よ

り
多
く
の
市
民
の
意
見
や
要
望

を
、
き
め
細
か
く
聴
く
ス
タ
イ
ル

に
進
化
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、

新
庁
舎
建
設
問
題
や
原
子
力
災
害

避
難
計
画
な
ど
、
特
定
の
テ
ー
マ

も
各
町
域
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
９
月
以
降
、
旧
町
ご

と
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
内
容

に
つ
い
て
は
、
各
総
合
支
所
を
通

じ
て
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

市
長
は
全
て
に
目
を
通
し
て
い
ま

す
。
市
長
へ
の
メ
ー
ル
は
、
市
長

と
広
報
広
聴
担
当
部
署
に
送
ら
れ

る
シ
ス
テ
ム
。
ま
た
質
問
者
へ
の

回
答
も
、
市
長
が
内
容
を
確
認
し

た
上
で
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

質
問
が
あ
り
、
回
答
が
必
要
な

も
の
は
、
約
１
〜
２
週
間
で
返
信

し
て
い
ま
す
。内
容
に
よ
っ
て
は
、

そ
れ
以
上
時
間
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

市
長
へ
の
メ
ー
ル
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
市
長
の
部
屋
か
ら
ア

ク
セ
ス
、
提
言
箱
は
、
各
総
合
支

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

12.3
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市
民
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
）
と
は
、
市
で
策
定
す

る
計
画
や
条
例
の
原
案
、
内
容
な

ど
を
事
前
に
公
表
し
、
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
頂
く
制
度
で
す
。

　

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
な
ど

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

計
画
な
ど
を
つ
く
る
際
に
、検
討
・

構
想
の
段
階
で
公
表
。
よ
り
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
も
の
に

す
る
た
め
、
平
成
19
年
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

頂
い
た
意
見
を
参
考
に
最
終
案

を
決
定
、そ
の
意
見
に
対
す
る
市

の
考
え
も
公
表
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
、約
80
件
の
条
例
・
計
画
の

意
見
公
募
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、大
半
以
上
の
条
例
、

計
画
で
、
意
見
を
頂
け
て
い
な
い

状
況
で
す
。
良
い
意
味
で
捉
え
れ

ば
「
間
違
い
の
な
い
内
容
に
仕
上

が
っ
て
い
る
」と
考
え
ら
れ
ま
す
。

反
面
、
興
味
を
持
た
れ
て
い
な
い

と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
。

　

公
表
し
た
条
例
、
計
画
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
担
当
部
署
、
各

総
合
支
所
で
確
認
で
き
ま
す
の

で
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

h
t
t
p
:/
/

w
w
w
.city.tom

e.m
iyagi.jp/

ikenkobo/index.htm
l

4
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「
出
張
市
役
所
」
は
、
い
わ

ば
「
市
役
所
の
出
前
講
座
」
で

す
。
皆
さ
ん
に
市
政
へ
の
関
心

と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
平
成
20
年
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
主
催
す
る

集
会
や
会
合
な
ど
に
、
市
職
員

が
出
向
い
て
政
策
や
事
業
の
説

明
を
し
ま
す
。

　

事
業
の
説
明
と
言
っ
て
も
、

難
し
い
話
を
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
体
力
測
定
や
健
康

づ
く
り
講
座
な
ど
、
体
を
動
か

す
も
の
、
家
庭
内
で
水
道
の
漏

水
の
見
つ
け
方
、
災
害
時
の
避

難
対
応
方
法
な
ど
、
皆
さ
ん
の

　

市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
市
民
の

声
を
市
政
に
取
り
入
れ
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め

の
方
法
と
し
て
設
け
て
い
ま

す
。

　

市
政
は
、
市
民
の
代
表
で
あ

る
市
長
と
市
議
会
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
議
論
・
審
議
し
、

市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
進

め
て
い
ま
す
。
市
政
モ
ニ
タ
ー

か
ら
は
、
市
民
目
線
で
の
提
言

や
意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。
よ

り
生
活
の
実
態
に
あ
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
大
変

重
要
な
制
度
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。

生
活
に
密
着
し
、
覚
え
て
お
い

て
損
の
な
い
も
の
を
数
多
く
メ

ニ
ュ
ー
に
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
の
は
、
政
治
活

動
、
宗
教
活
動
や
営
利
活
動
を

目
的
と
し
て
い
な
い
15
人
以
上

の
市
内
の
団
体
、
サ
ー
ク
ル
で

で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
広
報
と

め
７
月
号
に
大
ま
か
な
も
の

を
、
詳
細
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。ht

t
p
:/
/

w
w
w
.city.tom

e.m
iyagi.

jp
/
o
sh
ira
se
/
k
o
h
o
/

syuttyousiyakusyo-27.
htm
l

　

公
募
で
20
人
以
内
を
選
出
し

て
お
り
、
任
期
は
各
年
度
ご
と

に
１
年
間
で
す
。
例
年
、
２
、

３
月
頃
に
、
広
報
紙
な
ど
で
翌

年
度
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
の
周

知
を
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
は
、
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
市
政
に
関
す
る
意

見
を
随
時
寄
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
特
定
の
市
の
事
業

に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

も
実
施
。
昨
年
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
エ
フ
エ
ム
聴
取
状
況
や
情

報
発
信
に
つ
い
て
、
意
見
を
頂

い
て
い
ま
す
。

6 5
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市
は
、現
在
６
つ
の
広
聴
事

業
を
実
施
し
、皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
聴
取
し
て
い
ま
す
。そ

の
中
で
、メ
ニ
ュ
ー
化
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
し
て「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
」が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
は「
子
育
て

は
そ
の
時
だ
け
で
終
わ
ら
ず
継

続
す
る
も
の
。幅
広
く
子
育
て

マ
マ
た
ち
が
つ
な
が
れ
れ
ば
」

と
い
う
、あ
る
お
母
さ
ん
の
意

見
が
参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
長
へ
の
メ
ー
ル
や
移
動
市

長
室
な
ど
で
、皆
さ
ん
か
ら
貴

重
な
意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
の
多
く
は
ク
レ
ー
ム
や
困
り

事
で
す
。こ
の
中
に
は
、
私
た

ち
が
普
段
気
づ
け
な
い
も
の
が

あ
り
、業
務
や
メ
ニ
ュ
ー
の
改

善
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。し
か

し
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、よ
り

多
く
の
建
設
的
な
意
見
を
頂
け

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、皆
さ
ん
の

意
見
が
行
政
に
届
い
て
い
る
こ

と
、業
務
改
善
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を「
見
え
る
化
」し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

合
併
以
来
、「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
人

が
動
く
協
働
を
目
指
し
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
、ま
ち
の
将
来
に

つ
な
が
る
意
見
や
知
恵
な
ど
を

寄
せ
る
こ
と
が
、協
働
の
第
一

歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
、
民
主
主
義
の

基
本
。
約
８
万
２
千
人
全
員
の

意
見
や
知
恵
な
ど
を
反
映
で
き

れ
ば「
あ
ふ
れ
る
笑
顔 

豊
か
な

自
然 

住
み
た
い
ま
ち 

と
め
」

が
よ
り
早
く
実
現
で
き
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に

も
、よ
り
多
く
の
建
設
的
な
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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　第 12 回登米市身体障害者スポーツ大会は７月15日、
迫体育館で開催され、身体障がい者やその家族が参加
し、心地よい汗を流しました。
　大会は、８地域に分かれて競い、バトミントンのラケ
ットでボールを運ぶ「ビッグスプーンリレー」や尻で風
船を割る「ケツ圧測定」、フックの釣り針を付けた釣り
竿で紙製の魚を引っかけて釣り上げリレーする「つり
っこ」など、ユニークな９種目を実施。
　参加した聴覚障がい者の小林隆

りゅう

一
い ち

さん（中田町浅水
新田）は「運動をする良い機会。仲間と一緒に体を動か
せて楽しい」と手話で話してくれました。

参加者たちは、和気あいあいとした雰囲気の中、体を動かす喜び
を感じていました。

　「姉妹都市提携 10 周年式典」は７月５日、本市と姉
妹都市協定を締結している米国テキサス州サウスレイ
ク市で開かれ、布施孝尚市長、沼倉利光議長など、表敬
訪問団８人が出席し、両市の絆と発展を誓いました。
　サウスレイク市とは、2004年に旧登米町が姉妹都市
協定を締結。登米市誕生後の 2006 年に、両市の友好関
係を確立するため、姉妹都市協定を再締結しました。
その後、毎年両市の中・高校生の派遣・受け入れを実施
しています。
　東日本大震災の際には「登米市支援ウェブサイトの
創設」や募金活動、本市のためのチャリティーコンサ
ートを開催するなど、多大な支援をいただいています。
　姉妹都市 10 周年記念式典では、布施市長がサウス
レイク市民へ、震災復興支援の御礼と国を越えた友情
に対する感謝を伝えるとともに、姉妹都市関係が末永
く続くことを祈念しあいさつを述べました。
　今回の表敬訪問では、本市の特産品輸出の可能性を
調査。米国には、日本のコメ、しょうゆ、みそや酒な
どを輸出していますが、同市内のスーパーマーケット
では見かけませんでした。同市規模のまちでは、日本
の食品などの需要は、それほど高くありませんでした。
　日本の商品を米国で売るには、流通コストが価格に
大きく上乗せされること、流通ルートを確立するには、
かなりの費用と労力が必要。短期間でできるものでは
ないということが、関係者の意見から分かりました。
　これらのことから、特産品輸出には高いハードルが
あることを認識。今後は、国の輸出施策などの動向を
見ながら、可能性を検討していく必要があると考えて
います。

長年、両市の橋渡し役として協力いただいている、キクコ・エ
クストロムさんに、本市から感謝状を贈りました。

記念式典では、本市産品をＰＲ。日本酒の澤乃泉を振る舞い、
好評を得ました。

10周年記念式典を前に、米国は独立記念を迎えました。サウ
スレイク市庁舎前には、多くの市民が集まりました。
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　東和中学校（吉野幸
ゆき

信
の ぶ

校長）２年生の職業体験学習
は８月３～５日の３日間、市内事業所の協力を得て開
かれました。市役所で職場体験したのは、菅原建

けん

さん
と西城希

の ぞ む

望さんの２人。３日は広報紙編集、４、５日は
総務部総務課と迫総合支所で窓口受付などの仕事を体
験しました。
　２人は、職員からカメラの使い方などの説明を受け、
早速市内へ取材に。体験後２人は「もっと、華やかな仕
事かと思っていましたが、目に見えないところで苦労
していることが分かりました。あいさつやコミュニケ
ーションの重要性も感じました」と振り返りました。

ハットＦＭとホテルニューグランヴィアで職場体験している同
級生を取材。お互いの仕事の大変さを話していました。

設置する高校は普通科で、登米を本校に、札幌、東京、沖縄など、
全国９カ所で同時開校します。

　平成28年度夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会は
７月24日、諏訪公園で開かれ、市民約1300人が参加しま
した。
　夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会は、1953年に始
まり 60 年以上続いている、日本の夏の風物詩。毎年７
月20日から８月31日まで、全国43会場で開催され、本
市では約 50 年ぶりのこととなります。
　八巻美

み

智
ち

恵
え

さん（中田町蓬田）は「子どもの頃、いつか
自分のまちにこないかと思っていました。二度とない
機会と思い参加しました」と幼少時代を思い出し、ラ
ジオ体操を楽しんでいました。

当日は、時折霧雨が降るあいにくの天気でしたが、みんな元気
よく心地よい汗を流しました。

　学校法人三幸学園との連携協力協定締結式は７月20
日、市役所迫庁舎で開かれました。
　本市は、県から取得予定の旧米山高校を学園に貸し
出し、学園は、来年４月に開校する単位制・広域通信
制の「飛鳥未来きずな高校（仮称）」の登米本校として利
用します。
　協定は、本市と学園が教育、まちづくりなどの分野で
協力し、活力ある地域づくり、人材育成を目的としてい
ます。布施市長は「子どもたちが学ぶ手助けをできれ
ば」と、学園の昼間一

かず

彦
ひ こ

理事長は「登米市農業の特徴を
生かした教育をしたい」とそれぞれ述べました。
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け
の
申
込
書（
郵
便
振
替
用
紙
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参

加
費
を
添
え
て
最
寄
り
の
郵
便

局
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

❷
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.e-m
arathon.

jp/tom
e-kappa-index.php

） 

ま
た
は
、
一
般
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」（http://

runnet.jp

） 

に
ア
ク
セ
ス
し
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

❶
８
月
22
日（
月
）〜
９
月
16
日

（
金
）※
当
日
消
印
有
効

❷
８
月
22
日（
月
）〜
９
月
30
日

（
金
）

※
❶
❷
い
ず
れ
も
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す

カ
ッ
パ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

事
務
局（
登
米
市
登
米
総
合
体

育
館
内「
と
よ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
蔵
っ
こ
」）

〒
９
８
７
―
０
７
０
２

登
米
市
登
米
町
寺
池
目
子
待
井

10
番
地

☎
０
２
２
０（
５
３
）１
１
５
５

12
月
４
日（
日
）午
前

９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

登
米
総
合
体
育
館（
と

よ
ま
蔵
ジ
ア
ム
）

健
康
な
ア
マ
チ
ュ

ア
競
技
者
２
５
０
０
人（
う
ち

ハ
ー
フ
は
１
２
０
０
人
）

カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
公
認
コ
ー
ス（
日
本
陸

上
競
技
連
盟
公
認
コ
ー
ス
）

一
般
＝
４
千
円
、

高
校
生
＝
３
千
円
、
中
学
生
以

下
＝
２
千
円
、
親
子
ペ
ア（
１

組
）
＝
４
千
円

❶
指
定
用
紙
に
よ
る
申
し
込
み

　

登
米
総
合
体
育
館
に
備
え
付

◉

　

市
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
は
中

田
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
の
発
着
は
「
な
か
だ
ア
リ
ー

ナ
」
で
す
。
右
記
地
図
の
区
間
が

コ
ー
ス
と
な
る
た
め
、
当
日
は
道

路
が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。
コ
ー

ス
付
近
を
通
る
場
合
は
、
十
分
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

９
月
７
日（
水
）午

前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
女
子
＝
午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー

ト▼
男
子
＝
午
前
11
時
ス
タ
ー
ト

※
雨
天
決
行
。
台
風
な
ど
の
悪
天

候
時
は
、
９
月
９
日（
金
）に
延
期

●　
　

コ
ー
ス　

●　
　

迂
回
路

●
ア
〜
ク
で
は
、
交
通
指
導
隊
員

が
誘
導
し
ま
す
。

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
０
時
30
分

ま
で
、
コ
ー
ス
内
に
車
両
は
入
れ

ま
せ
ん
。
迂う

回か
い

路
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

※
指
定
駐
車
場（
中
田
中
学
校
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
裏
の
駐
車
場
）

以
外
に
は
、
車
両
を
止
め
な
い
で

く
だ
さ
い

南
方
中
学
校（
高
橋
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
０
１
４
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次
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
、
指
定
管
理

者
と
な
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
個
人
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

９
月
26
日（
月
）午
後

５
時

指
定
管
理
者
を
募

集
す
る
施
設
の
担
当
部
署
で
配
布
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
募
集
・
申
請
の
質
問
や
詳
細

に
つ
い
て
も
、
施
設
の
担
当
部
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い登

米
市
公
の
施
設
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
で
、
書
類
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン

グ
審
査
を
し
、
管
理
運
営
に
最
も
適
し
た
団

体
を
指
定
管
理
者
の
候
補
者
と
し
て
選
定
し

ま
す
。
そ
の
後
、
市
議
会
で
の
承
認
を
受
け

て
、
指
定
管
理
者
に
指
定
し
ま
す
。

　

商
店
街
の
店
主
が
講
師
と
な
り
、
専
門

的
な
知
識
や
情
報
を
提
供
す
る「
得
す
る

街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
ま
ち
ゼ
ミ
）」。
こ
の

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
通
じ
て
、
全
国
２
４
０

カ
所
以
上
の
商
店
街
活
性
化
に
携
わ
る
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
商
業
者
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

９
月
29
日（
木
）午
後
７
時

市
役
所
迫
庁
舎（
２
階
）大
会
議
室

松
井
洋よ
う

一い
ち

郎ろ
う

氏

（
岡
崎
ま
ち
ゼ
ミ
の
会
代

表
、
経
済
産
業
省
タ
ウ

ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

佐
沼
商
店
会
連
合
会
事
務
局（
登
米
中
央

商
工
会
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

産
業
経
済
部
商
業
観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

９
月
25
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
２
時
30
分迫

体
育
館
、
迫
公
民
館

▼
ガ
チ
ャ
ピ
ン
・
ム
ッ
ク

と
踊
ろ
う
＝
午
前
10
時
▼
人
形
劇

「
が
ま
く
ん
と
か
え
る
く
ん
」
＝

❶
午
前
10
時
45
分
❷
午
後
１
時
▼

キ
ッ
ズ
・
サ
ッ
カ
ー（
宮
城
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
）＝
❶
午
前
10
時
45
分

（
対
象
は
４
、５
歳
児
25
人
）❷
午

後
０
時
45
分（
対
象
は
小
学
１
〜
３
年
生

30
人
）

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
２
時
15
分

▼
あ
そ
び
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験
コ
ー

ナ
ー（
紙
コ
プ
タ
ー
、
ピ
タ
ッ
と
か
め
）▼

フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー（
抹
茶
、
ド
ン
、
油
麩

う
ど
ん
、
パ
ン
）　

な
ど　

無
料（
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
は
有

料
で
す
）

上
靴

エ
コ
チ
ル
調
査
宮
城
ユ
ニ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー（
子
ど
も
の
健
康
と
環
境
に
関

す
る
全
国
調
査
）母
親
ク
ラ
ブ
・
み
ら
い

子
育
て
ネ
ッ
ト
と
よ
ま

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８
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市
畜
産
共
進
会
が
７
月
５
日
、

南
方
農
畜
産
物
集
出
荷
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

共
進
会
は
、
地
域
の
家
畜
改
良

意
欲
の
高
揚
や
、
飼
養
管
理
技
術

の
向
上
と
普
及
に
努
め
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
催
。

　

今
年
の
共
進
会
に
は
、
延
べ
92

頭
が
出
品
。
上
位
入
賞
牛
は
県
共

進
会
へ
の
出
品
牛
候
補
と
な
り
ま

す
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◉

▼
南
方
町
和

牛
改
良
組
合（
ら
ん
し
げ
号
／
只

野
徳
一
、
よ
し
き
く
号
／
高
橋
清

範
、
よ
し
し
げ
号
／
後
藤
貞
志
、

ま
こ
ち
ゃ
ん
号
／
鈴
木
敬
浩
）

◉

▼
１
区（
若
雌
の
１
）

＝
よ
し
う
み
号
／
千
葉
喜
和
（
迫

町
）
▼
２
区
（
若
雌
の
２
）
＝
い

と
ひ
め
７
３
５
号
／
大
立
目
敏
夫

（
米
山
町
）
▼
３
区
（
経
産
）
＝

ひ
ろ
お
く
号
／
㈲
Ｎ
Ｏ
Ａ
（
中
田

町
）
▼
４
区
（
繁
殖
雌
牛
群
）
＝

南
方
町
和
牛
改
良
組
合
（
ひ
ろ
し

げ
号
／
日
下
正
之
、
ち
よ
号
／
鈴

木
忠
吉
、
ひ
ろ
こ
号
／
高
橋
清

範
、
か
す
み
号
／
高
橋
清
範
）
▼

５
区
（
高
等
登
録
群
）
＝
中
田
町

和
牛
改
良
組
合
（
お
く
ひ
ら
号
／

㈲
Ｎ
Ｏ
Ａ
、
ゆ
づ
る
号
／
㈲
Ｎ
Ｏ

Ａ
）
▼
６
区
（
父
系
群
）
＝
南
方

町
和
牛
改
良
組
合
（
ら
ん
し
げ
号

／
只
野
徳
一
、
よ
し
き
く
号
／
高

橋
清
範
、
よ
し
し
げ
号
／
後
藤
貞

志
、ま
こ
ち
ゃ
ん
号
／
鈴
木
敬
浩
）

◉

▼
１
区
（
若
雌
の
１
）

＝
ゆ
り
し
げ
号
／
渡
辺
一
憲
（
南

方
町
）、
ひ
ら
よ
し
号
／
高
橋
徹

（
南
方
町
）
▼
２
区
（
若
雌
の
２
）

＝
よ
し
の
り
号
／
㈲
Ｎ
Ｏ
Ａ
（
中

田
町
）、
よ
し
ひ
ら
き
よ
号
／
後

藤
正
弘（
米
山
町
）▼
３
区（
経
産
）

＝
か
ま
ふ
く
号
／
千
葉
弘
喜
（
迫

町
）、
ふ
じ
こ
号
／
船
島
一
芳
（
中

田
町
）
▼
４
区
（
繁
殖
雌
牛
群
）

＝
中
田
町
和
牛
改
良
組
合
（
ゆ
り

え
号
／
高
橋
幸
司
、
り
こ
号
／
㈲

Ｎ
Ｏ
Ａ
、ふ
じ
こ
号
／
船
島
一
芳
、

ひ
ろ
お
く
号
／
㈲
Ｎ
Ｏ
Ａ
）
▼
６

区
（
父
系
群
）
＝
中
田
町
和
牛
改

良
組
合
（
や
ま
よ
し
ゆ
り
号
／
船

島
一
芳
、
よ
し
の
り
号
／
㈲
Ｎ
Ｏ

Ａ
、
は
る
こ
号
／
小
野
寺
泰
則
、

ゆ
り
こ
号
／
千
葉
一
浩
）

◉

▼
１
区
（
若
雌
の
１
）

＝
き
た
よ
し
号
／
小
野
寺
正
人

（
迫
町
）、
え
い
こ
号
／
㈱
星
フ
ァ
ー

ム
（
迫
町
）、
ゆ
り
よ
し
ひ
ら
号
／

千
葉
晃
（
中
田
町
）
▼
２
区
（
若

雌
の
２
）
＝
し
げ
ゆ
り
号
／
千
葉

啓
克
（
迫
町
）、
や
ま
よ
し
ゆ
り

号
／
船
島
一
芳
（
中
田
町
）、
さ

お
り
号
／
石
川
信
喜
（
南
方
町
）

▼
３
区
（
経
産
）
＝
ひ
ろ
く
に
号

／
千
葉
啓
克
（
迫
町
）、
か
す
み

号
／
高
橋
清
範
（
南
方
町
）、
よ

し
の
号
／
高
橋
清
範
（
南
方
町
）

▼
４
区
（
繁
殖
雌
牛
群
）
＝
迫
町

和
牛
改
良
組
合
（
ひ
ろ
く
に
号
／

千
葉
啓
克
、
き
た
ひ
ろ
号
／
三
塚

雅
実
、か
ま
ふ
く
号
／
千
葉
弘
喜
、

ゆ
さ
号
／
小
野
寺
正
人
）
▼
６
区

（
父
系
群
）
＝
迫
町
和
牛
改
良
組

合
（
し
げ
ゆ
り
号
／
千
葉
啓
克
、

ふ
み
か
号
／
千
葉
喜
和
、
よ
し
ふ

く
号
／
三
塚
雅
実
、
み
ち
よ
し
号

／
守
屋
和
典
）

◉

▼
第
１
位
＝
中
田
町
和

牛
改
良
組
合
▼
第
２
位
＝
南
方
町

和
牛
改
良
組
合
▼
第
３
位
＝
迫
町

和
牛
改
良
組
合

　

５
年
に
一
度
、
全
国
か
ら
選
抜

さ
れ
た
和
牛
が
一
堂
に
会
し
、
体

型
や
肉
質
な
ど
を
競
い
合
う
「
第

11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」が
、

来
年
９
月
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

本
大
会
を
１
年
後
に
控
え
、
県

産
和
牛
の「
日
本
一
」獲
得
と
大
会

運
営
の
成
功
を
祈
念
し
て
、
本
番

を
想
定
し
た
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

９
月
10
日
は
、
一
般
の
人
に
向

け
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◉

９
月
10
日（
土
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

（
美
里
町
北
浦
字
生
地
22
―
１
）

▼
仙
台
牛
Ｐ
Ｒ
・
県
産
和
牛
試
食

コ
ー
ナ
ー

▼
県
内
各
地
の
観
光
Ｐ
Ｒ
・
地
場

産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー

▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト（
県
内
の

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
伊
達
武

将
隊
も
登
場
）

▼
全
共
宮
城
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
牛
政
宗
」く
ん
と

記
念
撮
影

◉▼
肉
牛
の
部
＝
９
月
６
日（
火
）〜

８
日（
木
）／
仙
台
市
中
央
卸
売
市

場
食
肉
市
場

▼
種
牛
の
部
＝
９
月
９
日（
金
）〜

10
日（
土
）／
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市

場※
９
月
６
日
〜
９
日
は
、
一
般
の

人
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い

第
11
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
宮
城
県
実
行
委
員

会
事
務
局

☎
０
２
２（
７
１
４
）２
９
８
２

http://w
w
w
.pref.m

iyagi.
jp/site/nourinsui/m

iyagi-
zenkyou.htm

l
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９
月
21
か
ら
30
の
10
日
間
、
全

国
一
斉
に「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
市
で
は
次
の
５

つ
を
重
点
事
項
に
掲
げ
、
交
通
安

全
宣
言
大
会
や
各
地
区
で
の
街
頭

指
導
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
悲
惨
な
交
通

事
故
を
な
く
す
よ
う
に
交
通
安
全

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

◉
　

市
内
で
の
子
ど
も
や
高
齢
者
の

交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

運
転
者
は
、
特
に
子
ど
も
と
高
齢

者
に
配
慮
し
、
運
転
し
て
く
だ
さ

い
。
高
齢
の
運
転
者
は
、
自
分
の

運
転
能
力
に
応
じ
た
ゆ
と
り
あ
る

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

家
庭
や
地
域
で
は
、
子
ど
も
と
高

齢
者
に
交
通
事
故
ル
ー
ル
を
守
る

よ
う
に
声
掛
け
を
し
て
、
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

◉
　

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
飲
酒

運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
、
市
民
一
人
一
人
が

交
通
ル
ー
ル
を
理
解
し
、
飲
酒
運

転
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、「
飲
ん
だ

ら
乗
る
な
・
乗
る
な
ら
飲
む
な
」

を
実
践
し
ま
し
ょ
う

◉
　

夕
暮
時
に
外
出
す
る
際
は
、
反

射
材
を
着
用
す
る
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
自
転
車
は
身
近
な
移

動
手
段
の
一
つ
。
自
転
車
は
法
律

で
軽
車
両
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
で
安
全
運
転
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

◉
　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
は
、
交
通
事
故
の
被
害
を

大
幅
に
軽
減
で
き
ま
す
。
楽
し
い

ド
ラ
イ
ブ
が
で
き
る
よ
う
に
、
後

部
座
席
も
含
め
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

◉
　

市
内
の
交
通
事
故
の
半
分
以
上

は
、
交
差
点
と
交
差
点
付
近
で
発

生
。
車
輌
を
運
転
す
る
人
は
も
ち

ろ
ん
、
歩
行
者
も
悲
惨
な
交
通
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う

市
民
生
活
部
市

民
生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

◉
　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得
者
の
負
担
を
考

慮
し
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
臨
時
福

祉
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

　

基
準
日（
平
成
28
年
１
月
１
日
）に
登
米

市
に
住
民
登
録
し
、
平
成
28
年
度
分
市
町

村
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

人
（
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
、

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど
を
除

く
）

　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
千
円

◉
　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付
対
象
者
で
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
障
害
基
礎

年
金
ま
た
は
遺
族
年
金
受
給
者（
平
成
28

年
４
月
ま
た
は
５
月
分
受
給
者
）

　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円（
高

齢
者
向
け
の
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
給
し

た
人
を
除
く
）

　

８
月
29
日
か
ら
給
付
対
象
に
該
当
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
人
に
、
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
。
申
請
書
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
最
寄
り
の

総
合
支
所
市
民
課
市
民
係
宛
て
に
、
持
参

ま
た
は
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
請
受
付
期
間
は
、
９
月
１
日（
木
）か

ら
12
月
28
日（
水
）ま
で
で
す
。

　

な
お
、
給
付
時
期
は
、
10
月
上
旬
か
ら

順
次
行
う
予
定
で
す
。

◉
　

５
月
下
旬
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
給
付
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

緑
色
の
封
筒
で
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
期
限
は
９
月
16
日（
金
）ま
で
）

臨
時
福
祉
給
付
金
専
用

電
話（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０（
２
９
４
）１
１
５

　

市
職
員
な
ど
が
電
話
な
ど
で
Ａ
Ｔ

Ｍ（
銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金

自
動
預
払
機
）の
操
作
や
、
手
数
料

な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
左
記
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

警
察
相
談
電
話

☎
＃
９
１
１
０

登
米
市
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課

（
福
祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２
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市
で
は
、
環
境
基

本
計
画
や
環
境
の
保

全
に
つ
い
て
、
市
民

皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、

登
米
市
環
境
審
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

３
人
以
内

環
境
基
本
計
画
お
よ
び

環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な

事
項
ま
た
は
重
要
な
事
項
を
審
議

し
ま
す

２
年
間次

の
全
て
に
該
当

す
る
人

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居

住
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
人

○
環
境
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

公
共
性
の
観
点
か
ら
意
見
を
言
え

る
人

○
市
職
員
ま
た
は
市
議
会
議
員
で

な
い
人

左
記
の
❶
〜
❺
を

記
載
し
た「
応
募
申
込
書
」と「
作

文
」を
、
市
民
生
活
部
環
境
課
宛

て
に
郵
送
ま
た
は
持
参
、
電
子

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

❶
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住

所
、
電
話
番
号

❷
職
業
お
よ
び
勤
務
先

❸
経
歴（
職
歴
、
学
歴
な
ど
）

❹
社
会
活
動
の
状
況

❺
応
募
し
た
理
由

各
総
合

支
所
市
民
課
お
よ
び
市
民
生
活
部

環
境
課
で
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
、
任
意
様
式
で

も
申
し
込
み
で
き
ま
す

「
環
境
の
あ
る

べ
き
姿
に
つ
い
て（
環
境
の
保
全
、

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
）」と
題

し
、
４
０
０
か
ら
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。
作
文
様

式
に
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

原
稿
用
紙
な
ど
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い

９
月
９
日（
金
）必

着　

選
考
委
員
会
で
候

補
者
を
選
考
、
決
定
し
ま
す
。
選

考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す

市
民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

〒
９
８
７
―
０
４
４
１　

登
米
市

南
方
町
新
高
石
浦
１
３
０
番
地

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

死

k
an
k
y
o@
city

.tom
e.

m
iyagi.jp

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
は
、
９
月
30
日（
金
）ま

で
で
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
９
月

下
旬
に
、
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま

す
。
古
い
被
保
険
者
証
は
、
世
帯

主
が
責
任
を
持
っ
て
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。
返
却
は
不
要
で
す
。

◉▼
加
入
者
全
員
分
の
被
保
険
者
証

が
あ
る
か
▼
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
の
記
載
に
誤
り
が
な
い
か

◉▼
学
生
用
の
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
い
る
人
で
、
学
校
を
辞
め
た
り

変
わ
っ
た
り
し
た
人（
新
し
い
被

保
険
者
証
と
印
鑑（
学
校
が
変
っ

た
人
は
在
学
証
明
書
）を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

▼
社
会
保
険
に
加
入
、
ま
た
は
離

脱
な
ど
異
動
が
あ
っ
た
人（
社
会

保
険
に
加
入
、
離
脱
し
た
こ
と
が

分
か
る
書
類
と
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
）

※
手
続
き
す
る
際
は
、
届
出
者
の

本
人
確
認
を
し
ま
す
。
免
許
証
な

ど
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
国

保
年
金
課（
保
険
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
み
ん

な
が
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
、
共
生
で
き
る
社
会
を
作
る
た

め
の
法
律
で
す
。

　

本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

障
が
い
者

に
対
す
る「
不
当
な
差
別
的
取
扱

い
」と「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

不
当
な
差
別
と
は
、
正
当
な
理

由
も
な
く
障
が
い
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
け
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し
た
り
す

る
こ
と
で
す
。

　

合
理
的
配
慮
不
提
供
と
は
、
障

が
い
者
ま
た
は
そ
の
家
族
や
支
援

者
か
ら
、
配
慮
を
求
め
る
意
志
表

明
が
あ
っ
た
場
合
に
、
配
慮
を
し

な
い
こ
と
で
す
。

　

行
政
や
民
間
事
業
者
な
ど
に

は
、
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
や

負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で

の
、
合
理
的
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

▼
障
が
い
を

理
由
に
施
設
や
店
舗
へ
の
入
室
・

入
店
の
拒
否
▼
知
的
障
が
い
者
に

難
し
い
漢
字
ば
か
り
の
書
類
を
渡

す▼
聴
覚
障
が
い
者
に
筆
談
で
伝
え

る
▼
段
差
で
は
、
車
い
す
の
人
に

キ
ャ
ス
タ
ー
を
上
げ
る
な
ど
の
補

助
を
す
る
▼
視
覚
障
が
い
者
に
書

類
の
読
み
上
げ
を
す
る

福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課

（
障
害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２



15 2016.9

　

▶

☎

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊊ ☎ ☎

㊍ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉診療時間　9:00～17:00（プレミア歯科は10：00～18：00）
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受
診ください。

㊋  ☎

㊊  ☎

㊋  ☎

㊌  ☎

㊋  ☎

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
す
る
た
め
、
み
ん
な
と

一
緒
に
無
理
な
く
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
業
を

地
域
毎
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
で
も
楽
し
く
取
り

組
め
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
歩
数
計
と
し
て
使
っ
た「
登
米

市
オ
リ
ジ
ナ
ル
歩
き
旅
」と
い
う

ア
プ
リ
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

歩
数
以
外
に
も
体
重
や
血
圧
が

管
理
で
き
、
体
調
の
変
化
を
確
認

で
き
る
の
で
、
健
康
管
理
に
も
役

立
ち
ま
す
。

　

歩
い
た
歩
数
に
応
じ
て
市
内
で

利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
も
表
示
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

❶GooglePlay

ま
た
はA

ppStore

か
ら「
ス
マ
ホ
歩
数
計
」
で
検
索

し
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

❷
ア
プ
リ
を
起
動
し
た
ら
、
選
択

肢
か
ら「
８
０
０
０（
登
米
市
）」を

選
択
し
、
案
内
に
沿
っ
て
進
む

　

ク
ー
ポ
ン
を
通
し
て
市
民
の
健

康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
お
店
や
団
体
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、

左
記
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
、
協
力
店
・
団
体
の
証
と

し
て
店
舗
入
り
口
な
ど
に
貼
る
こ

と
が
で
き
る
専
用
ス
テ
ッ
カ
ー
を

お
渡
し
し
ま
す
。

市
民
生
活
部
健
康
推
進
課（
健
康

推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

▶
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迫
　迫地区３小学校の５・６年生を対象とした「迫っ子サマー
キャンプ」は、国立花山青少年自然の家で開催されました。
31人が参加し、迫町ジュニアリーダーと、チャレンジラン
キングやキャンプファイヤーなどを通して交流しました。
　野外炊さんではピザ作りに挑戦し、生地を練り、それぞ
れに工夫したトッピングのピザをドラム缶の窯で焼きあげ
ました。児童たちは「生地がフワフワでとてもおいしかっ
た」と話していました。

登米
　登米地区が、6月21日で住宅火災無火災500日間を達成
しました。このことから、登米市婦人防火クラブ会長が登
米支部婦人防火クラブ ( 後藤久

く

美
み

子
こ

会長 ) へ褒状を贈りま
した。
　褒状は、住宅火災の無火災継続期間が基準日数に達し、
火災予防の普及啓発が、模範と認められた支部に贈られま
す。後藤会長は「今後は無火災千日を目指し、火災予防の
声がけをしていきたい」と決意を述べました。

東和
　東和地区３小学校５年生の合同合宿は、花山青少年自然
の家を会場に２泊３日で開催されました。この事業は、旧町
時代から30年以上続いており、今年は、児童41人が参加。
　児童たちは、野外炊さんや沢登り、ジュニアリーダー
のダンス指導で親睦を深めました。キャンプファイヤーで
は弾き語りシンガーの伴奏でフォークソングを合唱をした
り、ダンスやゲームをしたりして盛り上がりました。２年
後の中学校入学に向けて、仲間の輪が広がりました。

中田
　夏の交通事故凍結（アイス）大作戦は、国道 346号線
宝江黒沼十文字地内で開催されました。この事業は、中田
町交通安全団体連絡協議会が夏の交通事故防止運動の一環
として実施したもの。
　交通事故を凍結しようと、アイスシャーベット500本と
チラシを通行車両に配り、事故防止を呼びかけました。当日
はとても暑く、アイスシャーベットを配られたドライバー
は「交通事故に気を付けます」と笑顔で話していました。

TOWNS TOPICS
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豊里
　ふるさとスポーツ祭豊里地区大会は、豊里運動公園で開
催されました。大会は、グラウンドゴルフとターゲットバー
ドゴルフ、ユニカールの３種目で競われ、32チームが出
場しました。
　各競技とも、和やかにプレーする姿が印象的でした。ター
ゲットバードゴルフでは、完璧なショットでホールインワ
ンが出ると大きな歓声も上がり、楽しみながら熱戦が繰り
広げられました。

石越
　青少年のための登米市民会議石越支部によるあいさつ運
動は、石越小学校前など町内５箇所に分かれ、実施されまし
た。当日は小・中学校の児童、生徒、教師の協力の下、石越支
部役員、地区推進員など、約60人が運動に参加しました。
　街頭では、学校、地域、家庭での「あいさつでつながる輪」
を働きかけました。登校中の児童、生徒から、大きな声であ
いさつが返ってくるといくつもの「輪」ができていました。

津山
　森の子ども陶芸教室は、津山陶芸館で２日間開催され、
津山地区の小学生26人が参加しました。
　陶芸教室は、芸術文化活動を通して心豊かな子どもを育
てることを目的に、毎年開催。初日が低学年、２日目が高
学年を対象に、陶芸制作の基礎から色付け、完成までの工
程を学びました。
　子どもたちは、使い慣れないろくろに苦戦しつつも、思
い思いにいろいろな形の作品作りを楽しみました。

　登米市米山地区防災訓練は、吉田運動広場で開催されま
した。訓練は、宮城県沖を震源とする大規模地震の発生を
想定したもの。
　災害対策本部の設営や避難所の設置訓練、中心部である
西野地区からの避難誘導訓練など、町をあげての大規模な
ものとなりました。同時開催となった市消防団米山支団の
消防演習では、小型ポンプ操法競技と小隊訓練競技が行わ
れ、第６分団（追土地・清水・的場行政区）が優勝しました。

南方
　動物ふれあい教室（登米保健所主催・登米市共催）は、
西郷幼稚園で開催されました。
　この教室は、動物愛護思想の普及啓発に関する事業の一
環で、子どもたちが小動物とふれあうことで、適切な接し
方や命の暖かさについて学び、生き物を愛する心を育むこ
とを目的に開催されました。
　当日は、西郷幼稚園の園児１１人が参加して、犬などを
抱いたり、なでたりして命の暖かさを感じていました。

米山
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Half
Century

One's
Home

～利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします～

☎
☎
☎

９月１日（木）～４日（日）
午前９時 30 分～午後５時（４日は午後３時閉館）

登米祝祭劇場（小ホール）
無料

「恐竜トリケラトプスとそこなしのぬま」
　　　　　　　　　　作・絵／黒川みつひろ
「しんかいたんけん！マリンスノー」
　　　　　　　　　　作・絵／山本　孝

９月１日（木）～４日（日）
▶午前の部＝午前９時 30 分～正午▶午後の部＝
午後 3時～ 5時（３日（土）、４日（日）は午前のみ）

宮城県図書館選定図書の展示

❶「ぬり絵とおり紙であそぼう」
９月３日（土）午後１時～午後３時

❷「お楽しみ抽選会」
９月４日（日）
午後２時 15 分～
※抽選で 20 人に作者サイ
ン入り絵本をプレゼント

迫図書館
☎ 0220（22）9820
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Health

くん
（迫町八幡）

ちゃん
（迫町東表）

くん
（迫町山の内）

ちゃん
（迫町八幡）

くん
（迫町三方島）

くん
（迫町鉄砲丁）

くん
（中田町町）

ちゃん
（迫町横丁）

くん
（迫町内町）

くん
（中田町白地）

ちゃん
（迫町新町）

くん
（迫町大網東）

くん
（登米町五郎峯）

くん
（東和町米川８区）

くん
（中田町神畑）

ちゃん
（中田町本町畑中）

くん
（中田町加賀野二）

くん
（中田町加賀野二）

ちゃん
（豊里町横町）

くん
（米山町貝待井）

くん
（米山町下小路）

ちゃん
（中田町仲町）

千葉　空
あ

主
しゅ

くん
（中田町野元）

くん
（中田町蓬原）

ちゃん
（米山町中新田）

くん
（豊里町新町）

くん
（豊里町新町）

ちゃん
（豊里町下町）

ちゃん
（豊里町庚申）

くん
（豊里町加々巻）

ちゃん
（米山町八軒小路）

くん
（南方町柳沢）

くん
（石越町第十二）

くん
（石越町長根）

くん
（南方町高石）

くん
（南方町須崎）

ちゃん
（豊里町東二ツ屋）

ちゃん
（津山町本町三丁目）

さんさん
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　169㌢でＡ型です。
　古川郵便局で郵便配達員をして

います。この職に就いたのは、小さい頃、郵便
配達員が感謝される姿を見て、喜んでもらえ
る仕事だったからです。また、小さい頃、自分
が皮膚病で母に苦労をかけました。弟が大学
に進学することになり、金銭的な部分で恩返
ししようと思い、高校卒業後、就職しました。

　優柔不断な部分があり、人
に言われてしまうとそうなのかなと任せて
しまう部分があります。でも、もともとは
自分の意見は持っています。

　学生の時と比べ、運動不足なの
で、みなみかた花菖蒲の郷公園をランニン
グしています。また、アーティストのライ
ブに仙台や東京まで行きます。

ランニングしたり、ウィンドウ
ショッピングしたりしています。せっかくの
休みを自宅で一日過ごしたくないので、外出
するようにしています。

やさしい人、明るい人が
いいですね。

　海外に行ってみた
いですね。小、中、高校とサッカーをして
いたのでヨーロッパで本場のサッカーを見
てみたいですね。

昔から育った場所
であり変わっていないので、いつまでもこ
のままでいてほしいですね。でも、みんな
と遊べる場所がないので、ボーリングなど
ができる娯楽施設があれば、もっとよくなる
と思います。
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外遊びが大好きです。
暖かい日は毎日、庭
に出て、ちっちゃい
スコップで土をい
じっています。

2015年3月29日生まれ
中田町・新田
良一さんの長男

くん（1）

１歳になり、ますま
す好奇心旺盛！お外
が大好きでいつも遊
んでいます。毎日パ
ワフルで元気いっぱ
い。これからも元気
いっぱい過ごしてね。

Monthly Hot Communication

Child

2014年１0月24日生まれ
迫町・中江
聖昭さんの長男

くん （1）（0）

　ぼくの将来の夢は、人の命を救えるよう
な医者になることです。
　ぼくのおばあちゃんは病気で亡くなりま
した。どうしておばあちゃんを救えなかっ
たのか、何か治りょう方法はなかったのか
と思うと、悲しくてしかたがありませんで
した。それから、病気で苦しむ人や悲しむ
人を救いたいと思うようになりました。
　ぼくが幼い時、父や母が体を張って仕事
をしているのを見て、すごいなと思いまし
た。今も、父や母の仕事をしている姿を見
ていると、いつかぼくも医者になりたいと
思うようになりました。
　だから、もっともっと勉強を積み重ねて、
夢がかなうようにがんばりたいです。

父や母のようなお医者さんに
ぼくもなりたい
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２
年
間
一
緒
に
青
年
会
活

動
を
し
て
い
て
、
情
緒
豊
か
で
包

容
力
の
あ
る
人
だ
な
と
思
っ
た
。

青
年
会
の
開
催
場
所
が
、

稔
さ
ん
の
自
宅
近
く
だ
っ
た
か
ら
、

お
茶
の
み
で
き
る
よ
う
に
わ
ざ
と

通
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ね
。

金
婚
式
を
、
子
ど
も
た

ち
が
内
緒
で
段
取
り
し
て
く
れ
た

こ
と
。
徳
島
な
ど
遠
方
も
含
め
27

人
来
て
く
れ
て
、
嬉
し
い
こ
と
よ

り
、
お
客
さ
ん
の
ご
飯
の
心
配
が

先
に
立
っ
て
し
ま
っ
た
ね
（
笑
）

し
か
し
、
娘
が
準
備
す
る
か
ら
と

言
っ
て
く
れ
て
安
心
し
ま
し
た
。

「
一
害
あ
れ
ば
一
利
あ
り
」

　

私
が
物
心
付
い
た
頃
、「
東
北

の
雄
」
北
上
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、

石
越
も
水
浸
し
に
な
っ
た
。
豚
や

牛
、
家
財
、
汚
物
が
濁
流
と
な
り

「
門も

ん

口ぐ
ち

」
に
押
し
寄
せ
び
っ
く
り

し
た
。
父
、
母
は
舟
を
借
り
、
野

球
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
丸
い
お
に

ぎ
り
、
菜
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
、

困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
配
っ
た
。

　

水
が
引
い
て
も
、
一
段
落
す
る

間
も
な
い
。
父
母
は
伝
染
病
の
隔

離
病
棟
の
管
理
人
を
し
て
い
た
。

近
く
の
町
、
村
か
ら
、
赤
痢
、
腸

チ
フ
ス
の
患
者
が
多
数
入
院
。
わ

が
家
は
大
人
も
子
ど
も
も
大
忙
し
。

病
室
が
足
り
ず
、
廊
下
ま
で
入
院

患
者
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

中
田
町
上
沼
の
甥
が
、
時
々
お

い
し
い
お
米
、
野
菜
、
リ
ン
ゴ
な
ど

Monthly Hot Communication

One's Home

を
送
っ
て
く
れ
る
。
香
り
、
味
共

に
申
し
分
な
く
絶
品
、
田
畑
が
砂

地
だ
か
ら
美
味
と
の
こ
と
。
あ
の

時
の
怒
れ
る
北
上
川
は
、
農
産
物
、

家
畜
、
家
財
と
一
緒
に
川
砂
を
流

し
、
豊
穣
の
大
地
に
し
て
く
れ
た
。

災
害
は
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い

と
勝
手
に
想
像
し
て
い
る
。

　

石
越
中
学
校
卒
業
の
翌
日
、
千

葉
県
柏
市
に
住
込
修
行
に
出
た
。

主
従
の
約
束
事
が
う
ま
く
い
か
ず
、

職
を
転
々
と
し
、
七
つ
も
変
え
た
。

通
信
教
育
で
や
っ
と
美
容
師
に

な
っ
た
。
人
一
倍
苦
労
し
て
、
人

三
倍
努
力
し
た
。
小
さ
い
頃
、
家

族
総
出
で
患
者
さ
ん
の
お
手
伝
い

を
し
な
が
ら
育
っ
た
。
今
も
、
他

人
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
当
た
り

前
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
。

　

23
年
目
を
迎
え
た「
東
京
い
し

こ
し
会
」。
近
年
は
他
の
ふ
る
さ

と
会
同
様
、
会
員
数
、
財
政
、
情

報
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
苦
心
。
財

政
は
会
員
有
志
の
寄
付
、「
い
し

こ
し
会
会
報
」「
総
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
、
地
元
石
越
の
業
者
か
ら

応
援
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

古
里
か
ら
出
た
人
、
残
っ
た
人
、

み
ん
な
日
の
丸
を
背
負
っ
て
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
よ
う
に
、
古

里
の
た
す
き
を
先
人
か
ら
受
け
て
、

恥
じ
な
い
人
生
を
送
っ
て
い
る
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と

の
自
治
体
と
個
人
、
あ
る
種
の
共

依
存
が
必
要
で
は
な
い
か
。

来
年
７
月
、
興
福
寺
で

33
年
の
御
開
帳
が
あ
り
、
そ
の
た

め
の
ご
詠
歌
の
練
習
を
一
生
懸
命

す
る
こ
と
。

お
互
い
干
渉
せ
ず
、
飽
ぎ

た
ら
ケ
ン
カ
も
や
め
っ
ぺ
し
。
お

ば
あ
さ
ん
の
顔
を
見
て
ご
は
ん
食

べ
ら
れ
る
か
ら
。

　

稔
さ
ん
1
０
０
㌫
怒
ら

な
い
か
ら
ね
。

★

お
ば
あ
さ
ん
が
足
腰
丈

夫
な
う
ち
に
四
国
霊
場（
八
十
八
）

回
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
カ
ラ
オ
ケ
に
行
き
た
い
ね
。

毎
日
一
緒
に
い
る
の
が
楽
し
い
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今
月
は
、道
の
駅
東
和「
林
林

館
・
森
の
茶
屋
」の
熊
谷
信ま

こ
と

駅
長

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

今
後
三
陸
道
が
延
伸
さ
れ
る

と
、
国
道
３
４
６
号
の
車
の
流
れ

が
変
わ
り
、
新
た
な
事
業
展
開
が

必
要
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
以

前
か
ら
検
討
し
て
い
た
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

６
月
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ

た
、
東
北
６
県「
道
の
駅
」
ま
る

ご
と
フ
ェ
ス
タ
に
出
店
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
７
、８
月
の
週
末

は
、
三
滝
堂
で
移
動
販
売
し
て
い

ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
季
節
に
よ
り
、

油
麩
丼
、
は
っ
と
汁
、
登
米
市
産

牛
肉
串
焼
き
な
ど
、
地
場
産
品
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

９
月
下
旬
に
は
新
米
ま
つ
り
を

計
画
。
地
場
産
の
新
米
を
い
ち
早

く
提
供
、
併
せ
て
自
然
栽
培
の
マ

イ
タ
ケ
や
秋
野
菜
も
販
売
し
ま

す
。
10
月
29
日
に
は
例
年
開
催
し

て
い
る
東
和
の
秋
祭
り
が
あ
り
ま

す
。
年
末
に
は
歳
末
感
謝
セ
ー
ル

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

す
す
め
商
品
も
取
り
揃
え
て
い
ま

す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
東
和「
林

林
館　

森
の
茶
屋
」

☎
０
２
２
０（
４
５
）１
２
１
８

●
10
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・氏
名・電
話
番
号

を
記
入
し
、８
月
31
日（
水
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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南
方
庁
舎
２
階
中
会
議
室

▼
自
分
に
合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
で
聴
覚
障
害
に
関
す

る
情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。
初

め
て
の
人
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
サ
ロ
ン
で
す

申
し
込
み
不
要
。

自
由
に
参
加
で
き
ま
す

宮
城
県
聴
覚
障

害
者
情
報
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ
ポ

み
や
ぎ
）

☎
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
１

０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
２

福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課
（
障
害

福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
障
が
い
者

と
、
障
が
い
者
を
雇
用
予
定
の
事

業
所
が
面
接
し
ま
す
。

９
月
29
日（
木
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分（
受
け
付
け

＝
午
後
１
時
開
始
）

大
崎
市
古
川
総
合
体
育

館（
大
崎
市
古
川
旭
４
―
５
―
２
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
古

川
・
築
館
・
迫
管
内
の
40
社（
予
定
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
登
録
し
て
い
る
人
。
未
登

録
者
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

◉

９
月
18
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午米

谷
公
民
館

５
日
前
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

◉❶

９
月
６
日（
火
）午
前
10

時
〜
正
午
、
９
月
９
日（
金
） 

午

後
７
時
〜
９
時

❷

９
月
13
日（
火
） 

午
前
10

時
〜
正
午
、
９
月
16
日（
金
） 

午

後
７
時
〜
９
時

受
講
日
前
日
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

２
千
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
パ
ソ
コ
ン･

ネ
ッ
ト･

み
や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

　

聴
覚
障
が
い
者
や
そ
の
ご
家

族
、
関
係
者
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
サ
ロ
ン
で
す
。
手
話
通
訳

と
要
約
筆
記（
文
字
）が
付
き
ま
す
。

10
月
25
日（
火
）

❶
「
ど
う
す
る
？
私
の
老
後
（
介

護
保
険
制
度
や
老
後
の
暮
ら
し
）」

＝
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
／
登
米

市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
中
会
議
室

▼
老
後
の
暮
ら
し
に
ど
ん
な
選
択

肢
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
の
か
、
学
ぶ
介
護
情

報
で
す

❷
交
流
会
・
個
別
相
談
会
＝
午
後

１
時
〜
２
時
30
分
／
登
米
市
役
所

迫（
求
人
・
専
門
援
助
部
門
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
６
０
９

　

最
近
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
違
反
し
た
場
合
は
、
懲

役
ま
た
は
罰
金
刑
に
処
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

登
米
市
で
は
、
看
板
の
設
置
や

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
不
法

投
棄
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
か
ら
、
登
米
市
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

市
民
生
活
部
環

境
課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

畜
産
農
家
の
堆
肥
管
理
や
、
圃

場
・
畑
で
の
野
積
み
な
ど
、
家
畜

排
せ
つ
物
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
法

や
水
質
汚
濁
防
止
法
な
ど
で
管
理

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
る
中
で
、
地
域
で
畜
産
を
安
定

的
に
営
ん
で
い
く
た
め
に
、
家
畜

災害時安定供給施設

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎
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排
せ
つ
物
の
管
理
は
重
要
な
課
題

で
す
。
ま
た
、
堆
肥
の
野
積
み
や

素
堀
り
は
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
河

川
へ
の
流
出
や
地
下
水
へ
の
浸
透

に
よ
り
、
水
質
汚
染
を
招
く
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

悪
臭
や
害
虫
発
生
、
水
質
汚
染

の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
、
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

産
業
経
済
部
農

産
園
芸
畜
産
課（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

　

看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
は
、

景
観
や
安
全
を
守
る
た
め
、
県
の

条
例
で
設
置
で
き
る
基
準
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
許
可
が
必
要
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を

守
り
、
美
し
い
町
並
み
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

建
物
な
ど

の
外
で
、
多
く
の
人
に
向
か
っ
て

表
示
さ
れ
る
も
の（
看
板
、
電
光

表
示
板
、事
業
所
や
店
舗
の
壁
面
・

屋
上
に
表
示
さ
れ
る
文
字
や
絵
な

ど
）

※
自
分
の
土
地
に
設
置
す
る
場
合

も
、
条
例
の
規
制
対
象
で
す

❶
表
示
で
き
な
い
地
域（
禁
止
地

域
）▼
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
か
ら

５
０
０
㍍
以
内
▼
自
然
環
境
保
全

地
域
▼
文
化
財
の
周
囲
50
㍍
以
内

❷
許
可
が
必
要
な
地
域（
許
可
地

域
）▼
登
米
市
都
市
計
画
区
域
▼

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

▶

▶

▶

▶

▶

国
道
・
主
要
地
方
道
か
ら
５
０
０

㍍
以
内

※
地
域
ご
と
に
大
き
さ
や
高
さ
な

ど
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
設
置
す
る
と
き
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所（
行

政
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
４
９
４

条
件
付
一
般

競
争
入
札

❶
米
山
高
等
学
校
農
地
―
１（
米

山
町
西
野
字
新
石
川
37
、
38
）／

田
／
５
０
６
０
平
方
㍍

❷
米
山
高
等
学
校
農
地
―
２（
米

山
町
中
津
山
字
筒
場
埣
８
０
７
外

６
筆
）
／
田
／
１
万
６
９
３
３
平

方
㍍

12
月
15
日（
木
）

８
月
１
日（
月
）〜

11
月
30
日（
水
）宮

城
県
庁

※
詳
細
は
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

宮

城
県
総
務
部
管
財
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
５
３

http://w
w
w
.pref.m

iyagi.
jp/site/zairi/

　

地
域
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
飲

食
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
の
憩

い
の
場
を
つ
く
る
た
め
の
講
座
で

す
。

８
月
23
日（
火
）、
30

日（
火
）、
９
月
６
日（
火
）、
13
日

（
火
）

午
後
７
時

コ
ン
テ
ナ
お
お
あ
み
（
迫

町
佐
沼
字
大
網
２
１
８
―
１
）

無
料

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
め
タ
ウ
ン
ネ
ッ
ト

☎
０
２
２
０（
４
４
）４
２
１
０
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市
で
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士

と
協
力
し
、
債
務
の
返
済
な
ど
に

つ
い
て
の
無
料
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
日
は
月
２
回
で
す
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

９
月
９
日（
金
）、
９
月

23
日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時

15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

９
日
＝
佐
竹
孝た

か

行ゆ
き（
司
法

書
士
）、23
日
＝
菅
野
高た

か

雄お（
弁
護

士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商

業
観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

【

９
月
27
日（
火
）❶
午

前
９
時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸

午
後
１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

宮
城
県
東
部
保
健
福
祉

事
務
所
登
米
地
域
事
務
所

▼
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」　

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課 （
障

害
福
祉
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

年
金
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。相
談
は
完
全
電
話
予
約
制

で
す
。
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
予
約
の
際
に
「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

９
月
21
日（
水
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　

暮
ら
し
や
仕
事
、
健
康
、
家
族

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
お
持

ち
の
人
か
ら
相
談
を
受
け
、
問
題

を
整
理
し
、
解
決
方
法
を
一
緒
に

考
え
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。

く
ら
し・し

ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
と
も
ま
ち
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
３

０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
４

※
窓
口
開
設
時
間
＝
月
〜
金
／
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免

除
）、
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る

場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
人

と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金（
65
歳

か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）の
受
け

取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
免
除
な
ど

の
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め

る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す

る
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一

定
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
は
、
古
い
月
の
も
の
か
ら

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
、
次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
ま
せ

ん○「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

期
間
」よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分

で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優
先

し
て
納
め
る
か
選
択
で
き
ま
す

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年
金

医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

☎ ☎ ☎ ☎ ☎



27 2016.9

　

仙
台
法
務
局
お
よ
び
宮
城
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月

５
か
ら
11
ま
で
の
７
日
間
、
全
国

一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間
を
実

施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る

暴
行
・
虐
待
や
、
家
族
間
で
の
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
開
設
時
間
を
延
長
し

て
人
権
擁
護
委
員
が
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
９
月
５
日（
月
）〜
９
日（
金
）午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

▼
９
月
10
日（
土
）、11
日（
日
）午

前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

無
料

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

仙
台
法

務
局
人
権
擁
護
部

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
３

　

日
頃
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

法
的
ト
ラ
ブ
ル（
相
続
・
家
庭
・

住
ま
い
・
労
働
の
問
題
や
、
金
銭
・

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
男
女
関
係
、
交

通
事
故
な
ど
）の
問
題
解
決
を
お

手
伝
い
す
る
た
め
、
仙
台
弁
護
士

会
と
共
催
で「
休
日
無
料
法
律
相

談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。８

月
28
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時

イ
オ
ン
南
方
店
跡

地
仮
設
駐
車
場（
移
動
相
談
車
内
）

／
登
米
市
南
方
町
鴻
ノ
木
35
―
１

法
テ
ラ
ス
南
三
陸

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）０
２
１
０

※
事
前
予
約
の
人
が
優
先
と
な
り

ま
す

　

法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
不

動
産
や
法
人
の
登
記
、
戸
籍
な
ど

の
事
務
に
関
し
て
、
広
く
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
た

め
、休
日
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

10
月
２
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

仙
台
法
務
局
４
カ
所（
本

局
、
古
川
支
局
、
石
巻
支
局
、
気

仙
沼
支
局
）無

料

仙
台
法
務
局
本
局

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
２
０

仙
台
法
務
局
古
川
支
局

☎
０
２
２
９（
２
２
）０
５
１
０

仙
台
法
務
局
石
巻
支
局

☎
０
２
２
５（
２
２
）６
１
８
８

仙
台
法
務
局
気
仙
沼
支
局

☎
０
２
２
６（
２
２
）６
６
９
２

※
事
前
予
約
の
人
が
優
先
と
な
り

ま
す

㊍

㊎

◉

☎

㊎

㊐

◉

☎

㊏
㊐

◉

、

☎

㊐

◉

☎

下田中53番地8

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

と
よ
ま
秋
ま
つ
り
開
催
に
合
わ

せ
、
髙
倉
勝
子
作
品
の
中
か
ら
登

米
薪
能
を
描
い
た
作
品
を
中
心
に

展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
能

舞
台
で
使
用
し
て
い
る
能
面
を
同

時
展
示
し
ま
す
。

　

日
本
画
家
髙
倉
勝
子
が
描
く
幽

玄
の
舞
、
そ
し
て
能
面
作
家
菅
原

夢
玄
、
阿
部
玄
捷
、
佐
々
木
夢
全

の
幽
玄
の
世
界「
夢
玄
面
友
会
・
三

人
展
」を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

９
月
15
日（
木
）〜
10
月

16
日（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

市
髙
倉
勝
子
美
術
館

大
人
２
０
０
円
、
高

校
生
１
５
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円

登
米
市
髙
倉
勝

子
美
術
館「
桜
小
路
」

☎

０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

※
開
館
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分

　

あ
る
地
域
に
お
け
る
八
つ
の
優

れ
た
風
景
を
選
ぶ
風
景
評
価
の
様

式「
八
景
」。中
国
の「
蕭
し
ょ
う

湘し
ょ
う

八
景
」

に
始
ま
る
こ
の
概
念
は
、
日
本
に

鎌
倉
時
代
に
伝
わ
り
、
江
戸
か
ら

明
治
時
代
に
多
く
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
内
に
は「
長
沼
八
景
」や「
錦

織
八
景
」な
ど
の
八
景
が
選
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
題
材
に
し

た
資
料
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
市
お
よ
び

県
内
の「
八
景
」を
取
り
上
げ
、
当

時
の
人
々
が
風
景
に
込
め
た
思
い

を
紹
介
し
ま
す
。９

月
17
日（
土
）〜

10
月
30
日（
日
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日（
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
平
日

が
休
み
）市

歴
史
博
物
館（
企
画
展

示
室
）

◉

９
月
22
日（
木
）午
前
11

時
〜
11
時
30
分

企
画
展
示
室

無
料

◉

10
月
８
日（
土
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時

研
修
室

無
料

30
人（
要
事
前
申
し
込
み
）

「
西
郡
和
歌
八
景
に
思
う
」

宮
崎
禎さ

だ

義よ
し

氏（
東
和
町

郷
土
史
研
究
会
会
長
）

登
米
市

歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
多
彩
な
才
能

を
発
揮
し
、
と
て
も
教
養
が
高

か
っ
た
と
さ
れ
る
伊
達
政
宗
。

　

今
回
は
政
宗
直
筆
書
状
を
も
と

に
文
化
人
と
し
て
の
若
き
日
の
政

宗
の
素
顔
に
迫
り
ま
す
。

９
月
21
日（
水
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分（
開
場
＝
午

後
１
時
）登

米
祝
祭
劇
場（
小
ホ
ー

ル
）

無
料

加
藤
秀し
ゅ
う

一い
ち

博
士（
市
歴

史
博
物
館
友
の
会
、
佐
沼
郷
土
史

研
究
会
）

登
米
市
歴
史
博

物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
時
間
ま
で
に
お
越
し
く

だ
さ
い

９
月
25
日（
日
）午
前
９

時（
開
会
式
＝
午
前
８
時
）

ア
イ
エ
ス
総
合
ボ
ー
ト

ラ
ン
ド（
宮
城
県
長
沼
ボ
ー
ト
場
）

▼
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア（
男

子
成
年
・
男
子
壮
年
・
女
子
・
混
合
）

▼
カ
ヌ
ー（
小
学
男
子
・
小
学
女

子
・
中
学
男
子
・
中
学
女
子
・
一

般
男
子
・
一
般
女
子
）
▼
ス
カ
ル

（
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
・
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル
）

長
沼
レ
ガ
ッ
タ

実
行
委
員
会
事
務
局（
と
め
漕
艇

協
会
事
務
局
内
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
６
３
３

　

伊
達
文
化
を
今
に
伝
え
る
「
登

米
能（
宮
城
県
無
形
民
俗
文
化
財

指
定
）」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

登
米
能
は
、
仙
台
伊
達
藩
の
金

春
大
倉
流
の
流
れ
を
く
む
も
の

で
、
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る

能
の
中
で
も
、
大
変
貴
重
な
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

燃
え
盛
る
た
き
火
の
明
か
り
に

照
ら
さ
れ
る
能
は
、
ま
さ
に
幽
玄

の
世
界
。
受
け
継
が
れ
て
き
た
芸

術
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

９
月
17
日（
土
）午
後
５

時
〜
８
時（
開
場
＝
午
後
４
時
）

伝
統
芸
能
伝
承
館
「
森

舞
台
」（
登
米
市
登
米
町
寺
池
上
町

42
）

能「
雷
電
」、狂
言「
狐
塚
」、

仕
舞

Ａ
席
２
５
０
０
円
、

Ｂ
席
１
５
０
０
円と

よ
ま
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー「
遠
山
之
里
」売
店
で
購

入
、
ま
た
は
左
記
に
電
話
し
て
く

だ
さ
い

と
よ
ま
振
興
公
社

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６
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「
ト
ワ
エ
モ
ワ
」
と
し
て
出
演
、

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
25
年
ぶ

り
に
活
動
を
再
開
。
以
後
全
国
各

地
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
テ
レ
ビ
出

演
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る

http://otonoaru-tohoku.
com

/

と
よ
ま
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー「
遠

山
之
里
」

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

９
月
25
日（
日
）午
前
９

時
〜
午
後
３
時

陸
上
自
衛
隊
仙
台
駐
屯

地（
仙
台
市
宮
城
野
区
南
目
館
１

―
１
）

無
料（
ど
な
た
で
も
ご

来
場
で
き
ま
す
）

観
閲
式
、
観

閲
行
進
、
訓
練
展
示
、
戦
車
体
験

搭
乗
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
搭
乗

抽
選（
搭
乗
は
後
日
）、
装
備
品
展

示
、
売
店
・
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
、

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー（
ミ
ニ
新
幹

線
、
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）、
音
楽
隊
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
電
車
＝
Ｊ
Ｒ
仙

石
線
苦
竹
駅
か
ら
徒
歩
約
１
分
▼

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
＝
仙
台
駅
か
ら
運

行
予
定

東
北
方
面
総
監

部
広
報
室

☎
０
２
２（
２
３
１
）１
１
１
１

（
内
線
２
３
７
３
）

東
北
方
面
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/

gsdf/neae/neahq/

９
月
10
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

宮
城
県
立
循
環
器
・
呼

吸
器
病
セ
ン
タ
ー（
栗
原
市
瀬
峰

根
岸
55
―
２
）

健
康
相
談
会
、
健

康
講
話
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
健
康

度
チ
ェ
ッ
ク

宮
城
県
立
循
環

器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー（
地
域

医
療
連
携
室
）

☎
０
２
２
８（
３
８
）３
１
５
１

（
内
線
１
３
５
）

（平成28年７月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,565 10,189 10,852 21,041 （▲7）

登米 1,809 2,372 2,587 4,959 （▲2）

東和 2,409 3,279 3,406 6,685 （▲3）

中田 5,007 7,729 8,185 15,914 （28）

豊里 2,144 3,355 3,395 6,750 （▲9）

米山 2,835 4,631 4,854 9,485 （▲7）

石越 1,604 2,513 2,606 5,119 （4）

南方 2,655 4,293 4,526 8,819 （▲3）

津山 1,198 1,691 1,831 3,522 （▲4）

合計 27,226 40,052 42,242 82,294 （▲3）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

○モンスター（交通事故）は、いろんな場所に潜んでいま
す。スマートフォンを操作しながら歩いたり、車を運転し
たりする行為は大変危険ですのでやめましょう。

（平成28年７月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H28 H27 増減数

人身事故
発生件数 149件 159件 ▲10件

死者数 ０人 １人 ▲１人

負傷者数 178人 209人 ▲31人

物損事故
発生件数 913件 915件 ▲2件

※平成28年１月からの延べ件数

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.05 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.06 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.05 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.05 晴れ

☎ ☎ ☎ ☎

10
月
８
日（
土
）午
後
３

時
30
分（
開
場
＝
午
後
３
時
）

伝
統
芸
能
伝
承
館
「
森

舞
台
」（
登
米
市
登
米
町
寺
池
上
町

42
）

５
千
円（
整
理

番
号
順
の
入
場
に
な
り
ま
す
）

１
９
６
９
年
「
或

る
日
突
然
」
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
芥

川
澄
夫
と
白
鳥
英
美
の
男
女
２
人

組
ユ
ニ
ッ
ト
。「
空
よ
」「
誰
も
い

な
い
海
」
な
ど
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト

曲
を
生
み
73
年
に
解
散
。解
散
後
、

芥
川
は
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

に
、
白
鳥
は
ソ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
活
躍
。
97
年
８
月
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
思
い
出
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
に

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

　

広
報
と
め
８
月
号
９

ペ
ー
ジ「
目
指
せ
頂
点
」で

次
の
通
り
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

▼
中
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
１
０
０
㍍
１
年
男
子

３
位（
中
田
中
）の
名
前
＝

布
澤
功
誠
▼
全
国
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
大
会
宮
城

県
選
考
会
１
０
０
㍍
５
年

男
子
５
位（
柳
津
小
）の
名

前
＝
佐
々
木
清
翔
▼
登
米

市
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

１
０
０
㍍
５
年
男
子
２
位

佐
々
木
清
翔
の
学
校
名
＝

柳
津
小



フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ

第
36
回

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
出
場
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フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ
第
36
回
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
宮

城
県
大
会（
以
下
、県
大
会
）は
６
月
25
、

26
の
両
日
、大
崎
市
の
田
尻
総
合
体
育
館

で
開
か
れ
、迫
愛
会
Jr.
が
２
年
ぶ
り
２
度

目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
「
目
標
だ
っ
た
全
国
行
き
を
決
め
ら
れ

て
う
れ
し
い
。支
え
て
く
れ
た
地
域
や
保

護
者
、関
係
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」

と
、主
将
の
三
浦
彩い

ろ

羽は

は
、優
勝
の
喜
び
と

感
謝
の
気
持
ち
を
語
っ
た
。

　

県
大
会
に
は
、
各
地
域
の
代
表
34
チ
ー

ム
が
参
加
。本
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
宮

城
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会
で

優
勝
し
た
迫
愛
会
は
、第
１
シ
ー
ド
で
２

回
戦
か
ら
登
場
し
た
。

　

25
日
の
初
戦
、船
迫
チ
ェ
リ
ー
ズ
戦
、

３
回
戦
の
富
永
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
戦
、準
々
決
勝
の
金
剛
沢
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
戦
を
、全
て
２
ー
０
で
勝
利
し
、危
な
げ

な
く
準
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

迎
え
た
26
日
の
準
決
勝
、川
崎
ア
タ
ッ

カ
ー
ズ
戦
。大
型
ア
タ
ッ
カ
ー
２
人

を
擁
し
、強
力
な
攻
撃
力
が
売
り
の
強
豪

だ
。こ
こ
で
袋
和か

ず

人と

監
督
が
、上
位
陣
対
決

用
の
カ
ー
ド
を
切
っ
た
。今
大
会
、レ
フ
ト

で
使
い
続
け
て
い
た
、エ
ー
ス
山
田
玲れ

寧ね

を
、本
来
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
ラ
イ
ト
へ
変

更
す
る
。

　

今
大
会
初
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
。
緊

張
か
ら
か
、
序
盤
に
流
れ
を
失
っ
た
ま
ま

第
１
セ
ッ
ト
を
18
ー
21
で
落
と
し
て
し
ま

う
。

　

嫌
な
ム
ー
ド
を
変
え
た
の
は
、長
年
好

敵
手
と
し
て
、県
北
の
仲
間
と
し
て
切
磋
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琢
磨
し
て
き
た
、上
野
目
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
と
一
迫
ク
ラ
ブ
、そ
し
て
迫
愛
会

の
Ｏ
Ｂ
た
ち
の
大
声
援
だ
っ
た
。

　

力
強
い
後
押
し
を
受
け
、選
手
た
ち
は

の
び
の
び
と
プ
レ
ー
。多
少
押
し
込
ま
れ

る
場
面
も
あ
っ
た
が
、第
２
、第
３
セ
ッ
ト

を
連
取
し
、見
事
勝
利
。大
一
番
を
制
し
た

勢
い
で
、続
く
決
勝
の
ゆ
り
が
丘
ウ
イ
ン

デ
ィ
ー
ズ
戦
も 

２
ー
０
で
下
し
優
勝
を

決
め
た
。

全
国
大
会
は
８
月
９
〜
12
日
、東
京
体

育
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。

三
浦
主
将
は「
全
国
で
の
目
標
は
ベ
ス
ト

８
。
相
手
が
強
豪
で
も
、
気
持
ち
で
負
け

ず
絶
対
に
勝
ち
ま
す
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　
「
心
は
ひ
と
つ
」―
。チ
ー
ム
結
成
直
後

か
ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
。こ
の
言
葉
通
り
、

選
手
と
ベ
ン
チ
、保
護
者
、地
域
、関
わ
っ

た
人
全
て
の
心
を
ひ
と
つ
に
し
、
全
国
８

強
の
扉
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
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（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

▼
佐
沼
高
、
登
米
高
野
球
部
の

同
時
８
強
入
り
。
選
手
や
関
係

者
は
、
も
っ
と
上
を
目
指
し
て

い
た
と
思
う
。
悔
し
い
気
持
ち

は
あ
る
は
ず
。
昨
年
、
一
昨
年

の
活
躍
に
、
追
い
つ
き
追
い
越

せ
と
努
力
し
て
き
た
彼
ら
。
努

力
の
結
果
な
の
だ
か
ら
、
胸
を

張
っ
て
よ
い
と
思
う
。そ
し
て
、

こ
こ
に
登
米
総
合
産
業
高
が
加

わ
れ
ば
、
市
民
に
と
っ
て
何
よ

り
楽
し
い
夏
に
な
る
。（
及
川
）

▼
こ
の
時
期
は
、
毎
週
の
よ
う

に
お
祭
り
が
あ
っ
て
楽
し
い
で

す
よ
ね
。
取
材
し
て
み
る
と
新

た
な
発
見
や
感
動
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、

夏
の
思
い
出
に
お
祭
り
に
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
登
米
市
の

お
祭
り
は
ど
れ
も
お
ス
ス
メ
で

す
よ
。（
千
葉
）

▼
市
内
各
所
に
お
邪
魔
し
て
写

真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
広
報
を
担
当
し
て
３
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
初
め
て
見

る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
カ
メ
ラ

を
持
ち
な
が
ら
い
つ
も
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
も
大
勢
見
か
け
、
無
邪
気
な

笑
顔
に
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
す
ね
。（
田
代
）

　「35年続けてきたけど、こんな賞を受賞できる
なんて夢のような話」と謙虚に話す千葉さん。先
月、第18回全農肉牛枝肉共励会が開かれ、枝肉
を出品。見事、最高位の名誉賞を受賞した。
　妻豊子さんと結婚し、千葉家に婿入り。当時は、
コメを主品目に農業経営をしていた。しかし、将
来を見据え、コメに変わるものが必要と判断。結
婚から10年、一大決心をし肉用牛の肥育に取り
組み始めた。
　実家が家畜商を経営していたので、牛飼養や畜
産経営の基本的なノウハウはあった。しかし見る
のとやるのでは大違い。いろんな困難を、豊子さ
んと二人三脚で乗り越えてきた。「嫁さんがいた
からここまでこれたね」と豊子さんをねぎらう。
　牛飼養は重労働。朝早くから餌や、ふんの処理

など、休む暇がない。生き物相手で 365日続く。
全員が家を空けられないので、家族旅行にも行け
ない。「でもね牛と育ってきて心から好きだから
ね｣ と目を細める。牛の面倒は徹底して見る。気
持ちよく過ごしてもらうため、畜舎は常に清潔に
保たれ、こまめにブラッシングしている。体調管
理は１頭１頭、その牛にあったやり方を心がけ、
小さな変化を見逃さない。日々の研さんがあった
からこそ、今回の最高賞受賞となったのだ。
　「自分なりのやり方を通せたのは、息子も協力
してくれたからね。そうでなければ、今の仕事量
はこなせなかったよ」。これからは息子豊さんが
中心となり経営していく。「良質の肉牛を生産し
つづけることが、自分たちの目標」。今日も３人
で牛と向き合う。

Profi le
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